
春日部市広告掲載納税通知用封筒の作成及び無償提供に関する協定書 

 
　春日部市（以下「甲」という。）と　●●●●（以下「乙」という。）とは、次の条項によ

り、春日部市広告掲載納税通知用封筒の作成及び無償提供に関する協定書を締結する。 
 
（総則） 
第１条　甲及び乙は、春日部市広告掲載要綱、春日部市広告掲載納税通知用封筒の無償提

供に関する基準、春日部市広告掲載納税通知用封筒の無償提供者募集要領、及びこの協

定を誠実に遵守、履行するものとする。 
（封筒の作製及び無償提供） 
第２条　乙は、封筒に広告を掲載しようとする者（以下「広告主」という。）を募り、封筒

を作製し、甲に無償提供するものとする。 
２　乙は、作製に係る一切の費用を負担するものとする。 
３　乙は、封筒の作製を行うにあたっては、事前に広告主の会社概要、事業内容及び広告

掲載内容等を甲に報告し、掲載について甲の承認を受けるものとする。　 
（協定期間） 
第３条　本協定書の有効期間は、本協定書締結日から令和１０年３月３１日までとする。 
（封筒の規格及び納品） 
第４条　封筒の規格は、別に定める仕様書のとおりとし、甲の指定した場所に乙が納品す

るものとする。 
（封筒の瑕疵に対する責任） 
第５条　乙は、封筒機能に瑕疵があるときは、乙の負担によりこれを回収し、代替の封筒

を甲に提供するものとする。 
（広告主の募集等） 
第６条　乙は、広告主の募集にあたっては、封筒作製の趣旨、春日部市広告掲載要綱で定

める基準等について広告主に対し十分な説明を行うものとする。 
２　甲は、乙が広告主の募集を行うにあたり、封筒作製の趣旨等について広告主が甲に説

明を求めた場合は、必要に応じ、当該広告主に対し説明を行うものとする。 
３　乙は、広告主の募集及び広告の作製にあたっては、乙が広告主の募集者であり、かつ、

広告を作製する者であることを明確にし、広告主及び広告主の募集の広告を見るものが

これらの事項について誤解をすることのないよう十分に配慮するものとする。 
（権利義務の譲渡等の禁止） 
第７条　甲及び乙は、この協定の締結によって生じる権利又は義務を第三者に譲渡し、又

は継承させてはならないものとする。ただし、あらかじめその内容を明らかにして相手

方の承認を得たときは、この限りでないものとする。 
（暴力団の排除） 
第８条　乙は、甲に対し、次の各号のことを確約する。 
（１）役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人その他の団体である場合には

その役員、その支店の代表者又は常時契約を締結する事務所、営業所その他これらに類



するものの代表者をいう。以下この条において同じ。）が暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下こ

の条において「暴力団員」という。）に該当しないこと。 
（２）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する

暴力団をいう。以下この条において同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与しないこ

と。 
（３）役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加

える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用しないこと。 
（４）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しないこと。 
（５）役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していないこと。 
（協定の解除） 
第９条　甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、乙と協議し、その後も乙の改

善が認められない場合には、この協定を解除することができる。この場合、乙は、速や

かに封筒を回収し、これにより乙に損害が生じた場合においても、甲はその責めを負わ

ない。 
（１）乙が、協定書記載の項目に違反したとき。 
（２）乙が、故意に協定書記載事項の履行を遅延し、又は不正な行為があったとき。 
（３）乙が、正当な理由なく期限内に協定書記載事項を履行する見込みがないと認められ

たとき。 
（秘密の保持） 
第１０条　乙は、この協定に関して知り得た甲の業務上の秘密を外部に漏らしてはならな

い。この協定が終了、又は解除された後においても、同様とする。 
（疑義の決定等） 
第１１条　この協定の各条項の解釈について疑義を生じたとき又はこの協定に定めのない

事項については、甲乙協議の上、定めるものとする。 
 
　　この協定の成立を証するため、甲及び乙は、本書を２通作成し、それぞれ記名押印の上、

各自１通を保有する。 
 

令和　　年　　月　　日 
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